
地域おこし協力隊活動報告書  

令和 6 年５月分 
 

隊員紹介 

古家のぞみ 

年齢：21 歳 

出身：千葉県市川市 

趣味：編み物 

 

平戸市の地域おこし協力隊として 2023 年４月に着任。現在 2 年目。 

子どもの頃からの生き物好きを活かして、たびら昆虫自然園の解説指導員の会

の補助を中心に活動しております。普段はたびら昆虫自然園に来園されたお客様

への解説案内を主に行っています。 

園の解説案内等 

ゴールデンウイークには、多くのお客様が来園されました。天気にも恵まれ、

５月３日～６日の４日間の来園者は計 345 名でした。 

この期間はモンキアゲハや地面を飛び跳ねるアカガエルが見られ、子ども達は

足元を見ながらの散策を楽しみました。また、先月に引き続き少し大きくなった

カマキリの幼虫も観察することが出来ました。 

中旬からはアゲハチョウの仲間の卵や幼虫が多く見られました。特に多いのは

キアゲハで、イタリアンパセリの畑で見ることが出来ます。 

団体対応では、児童がカラムシの葉（葉の裏側が白く、産毛の多い植物）を服

につけて、触り心地を確かめて楽しみました。 

 

5 月 11 日、解説指導員の会の総会では、 

・今年度事業について 

・今後の指導員の会のイベントについて 

・会報の一部デジタル化について 

等議論しました。 

イベントの報告 

５月３日、昆虫園で「カイコのフンで染物体験」を実施しました。カイコのフ

ンを使用して世界に一つだけの染め物を作る体験を行いました。 

午前と午後の２回実施し、計５人が参加し、思い思いに布に模様を付けました。 

また、布を煮る時間にカイコの解説とビンゴクイズを開催しました。 

今回開催したビンゴクイズは、予めカイコの一生について解説したうえで行っ

たため、気軽に参加できる内容になりました。 

反省点としては、告知不足により参加人数が少なかった事、GW 期間中に行う

場合はライト層向けの企画が効果的などの点が考えられました。 

 

 

 

 

 

まち協等での活動 

５月 16 日、まちづくり計画ブラッシュアップ実行

委員会に出席し、住民向けアンケートの具体的な内

容や今後の計画について会議を行いました。 

５月 23 日、まち協の総会では、昨年度事業につい

て各部会からの報告と、今年度事業について会議を

行いました。 



園内で新しく見られた生き物 

アカンサスは花の構造が特殊で、昆虫の重みで花が垂れ下

がらないと蜜のある部分に届きません。そのため、ごく一部

の昆虫が受粉に関わることが出来ると考えられます。 

 

・アカンサス（花） 

 

一部の種類では、卵からかえったばかりのエサを自力で取

れない子蜘蛛が集団で生活を行います。この際、危険を感じ

ると一斉に逃げ出しますが、約 10 分で元通りになります。 

・子蜘蛛の集団（団居 まどい） 

田平町で新しく見られた生き物 

田平町で早いところでは GW 明けから見られます。 

ゲンジボタルはカワニナという貝を幼虫の頃に食べて育

ちます。また成虫に限らず、卵、幼虫、蛹（さなぎ）も光り

ます。 

・ゲンジボタル 

今後のイベント 

たびら昆虫自然園では、６月４日（火）～30 日（日）に「６４むしエコツーリ

ズム」を開催します。また、６月を虫に還元する月として一緒に作業をしてくれ

るボランティアを募集します。シン・標本展第１弾としてヘラクレスオオカブト

など計３種の海外の生きた昆虫の展示や、普段公開されていない甲虫の標本の展

示を行います。興味のある方はお気軽にお越しください。 

詳細はチラシまたはたびら昆虫自然園ホームページをご覧ください。 


